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令和元年５月27日（月曜日）

午前10時１分開会

会議に付託された議案等

○総合政策及び行財政対策に関する調査

○その他報告事項

・令和元年度宮崎県防災訓練について

・霧島山の火山活動の状況等について

・宮崎県総合計画「未来みやざき創造プラン

（アクションプラン）」（案）について

・「宮崎県 教育、学術、文化及びスポーツの振

興に関する施策の大綱」の一部改定について

出席委員（８人）

委 員 長 日 髙 陽 一

副 委 員 長 脇 谷 のりこ

委 員 坂 口 博 美

委 員 丸 山 裕次郎

委 員 武 田 浩 一

委 員 髙 橋 透

委 員 重 松 幸次郎

委 員 来 住 一 人

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

総務部

総 務 部 長 武 田 宗 仁

危機管理統括監 藪 田 亨

総 務 部 次 長
横 山 幸 子

（総務･市町村担当）

総 務 部 次 長
小 田 光 男

（ 財 務 担 当 ）

危 機 管 理 局 長
温 水 豊 生

兼危機管理課長

総 務 課 長 棧 亮 介

人 事 課 長 田 村 伸 夫

行政改革推進室長 平 山 文 春

部参事兼財政課長 吉 村 達 也

財産総合管理課長 横 山 直 樹

防災拠点庁舎整備室長 楠 田 孝 蔵

税 務 課 長 永 田 耕 嗣

市 町 村 課 長 石 田 渉

総務事務センター課長 満 行 智 浩

消 防 保 安 課 長 室 屋 利 春

総合政策部

総 合 政 策 部 長 渡 邊 浩 司

県参事兼総合政策部次長
松 浦 直 康

（政策推進担当）

総合政策部次長
小 堀 和 幸

（ 県 民 生 活 ・ 文 化 祭 担 当 ）

総 合 政 策 課 長 小 倉 佳 彦

秘 書 広 報 課 長 児 玉 憲 明

広 報 戦 略 室 長 松 野 義 直

統 計 調 査 課 長 長 倉 健 一

総 合 交 通 課 長 大 東 収

中山間･地域政策課長 日 髙 正 勝

産 業 政 策 課 長 米 良 勝 也

生 活 ・ 協 働 ・
渡久山 武 志

男 女 参 画 課 長

交通･地域安全対策監 水 口 圭 二

みやざき文化振興課長 日 吉 誠 一

国 民 文 化 祭 ・
坂 元 修 一

障害者芸術文化祭課長

記紀編さん記念事業
河 野 龍 彦

推 進 室 長

人権同和対策課長 磯 崎 史 郎

情 報 政 策 課 長 鎌 田 伸 次

国 民 ス ポ ー ツ
岩 切 喜 郎

大 会 準 備 課 長

令和元年５月27日(月)
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会計管理局

会 計 管 理 者 大 西 祐 二

会計管理局次長 佐 藤 領 子

会 計 課 長 松 元 清 春

物品管理調達課長 川 上 清

人事委員会事務局

事 務 局 長 村 久 人

総 務 課 長 穴 見 誠

職 員 課 長 有 村 隆

監査事務局

事 務 局 長 髙 林 宏 一

監 査 第 一 課 長 松 原 哲 也

監 査 第 二 課 長 岡 田 佳 尚

議会事務局

事 務 局 長 片 寄 元 道

事 務 局 次 長 和 田 括 伸

総 務 課 長 藤 山 雅 彦

議 事 課 長 齊 藤 安 彦

政 策 調 査 課 長 日 髙 民 子

事務局職員出席者

議 事 課 主 査 本 田 雄 毅

総 務 課 主 事 浜 砂 貴 裕

○日髙委員長 ただいまから総務政策常任委員

会を開会いたします。

まず、委員席の決定についてでありますが、

現在のお座りの席のとおり決定してもよろしい

でしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○日髙委員長 それでは、そのように決定いた

します。

次に、本日の委員会の日程についてでありま

す。

お手元に配付いたしました日程案のとおりで

よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○日髙委員長 それでは、そのように決定いた

します。

次に、委員会の運営方法についてであります

が、執行部入れかえの際は、委員長会議確認事

項のとおり、10分程度の休憩を設けることに御

異議はありませんでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○日髙委員長 それでは、そのように決定いた

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時２分休憩

午前10時４分再開

○日髙委員長 委員会を再開いたします。

先般の臨時県議会におきまして、私ども８名

が総務政策常任委員会委員となったところでご

ざいます。

私は、このたび委員長に選任されました宮崎

市選出の日髙陽一と申します。大変重要な委員

会と考えておりますので、しっかりと８名で進

めてまいりたいと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。

次に、委員の皆様を紹介いたします。

まず、私の隣が、宮崎市選出の脇谷副委員長

でございます。

次に、向かって左側ですが、児湯郡選出の坂

口委員でございます。

串間市選出の武田委員でございます。

小林市・西諸県郡選出の丸山委員でございま

令和元年５月27日(月)
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す。

続きまして、向かって右側ですが、日南市選

出の髙橋委員でございます。

宮崎市選出、重松委員でございます。

都城市選出、来住委員でございます。

次に、書記の紹介をいたします。

正書記の本田主査でございます。

副書記の浜砂主事でございます。

次に、部長の御挨拶、そして幹部職員の紹介

並びに所管業務の概要説明等をお願いいたしま

す。

○武田総務部長 おはようございます。総務部

長の武田でございます。本日はどうぞよろしく

お願いいたします。

ただいま日髙委員長から、委員の皆様の御紹

介をいただきました。大変ありがとうございま

した。

一言、御挨拶を申し上げたいと思います。

少子高齢化・人口減少が急速に進む中で、本

県におきましては、将来にわたって持続可能な

地域づくりが求められておりまして、人口減少

対策や雇用・経済対策を初め、取り組むべき諸

課題が山積しております。

このような中、今年度は特に、宮崎県総合計

画（アクションプラン）を初め、主要な計画を

改定することとしております。

県といたしましては、厳しい財政状況にあり

まして、これらの施策を確実に推進し、県政の

重要課題や県民ニーズに的確に対応していくた

め、引き続き、健全な行財政基盤の確立に取り

組んでいくことが重要であると考えております。

このため、現在、新たなみやざき行財政改革

プランの最終案を整理しているところでありま

して、県議会におきましても御審議いただきま

して、効率的で効果的な事業の実施に取り組ん

でまいりたいと考えております。

また、南海トラフ巨大地震や台風などの自然

災害を初め、さまざまな危機事象に対して、こ

れまで以上に常在危機の意識を徹底し、県民の

安全・安心を確保しますとともに、庁内におき

ましては、メンタルヘルス対策、働き方改革の

取り組みを推進しながら、職員が健康で働きや

すい職場づくりに努めてまいりたいと考えてお

ります。

日髙委員長を初め委員の皆様方には、今後と

も御指導、御支援を賜りますようよろしくお願

いを申し上げます。

それでは、座って説明をさせていただきます。

お手元の総務政策常任委員会資料１ページの

総務部幹部職員名簿をごらんください

総務部の幹部職員を紹介させていただきます。

まず、私の右隣でございますが、危機管理統

括監の藪田でございます。

総務部次長、総務・市町村担当の横山でござ

います。

総務部次長、財務担当の小田でございます。

危機管理局長兼危機管理課長の温水でござい

ます。

総務課長の棧でございます。

人事課長の田村でございます。

行政改革推進室長の平山でございます。

部参事兼財政課長の吉村でございます。

財産総合管理課長の横山でございます。

防災拠点庁舎整備室長の楠田でございます。

税務課長の永田でございます。

市町村課長の石田でございます。

総務事務センター課長の満行でございます。

消防保安課長の室屋でございます。

最後に、議会担当の総務課主幹の髙野でござ

います。
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幹部職員の紹介は以上でございます。

次に、総務部の所管業務の概要等について説

明いたします。

資料の２ページをお開きください。

総務部の組織についてであります。

本庁が※６課２室、出先機関が、各県税・総務

事務所、自治学院、西臼杵支庁、消防学校の10

所属となっております。

３ページから４ページにかけましては、本庁

及び出先機関の課、担当の構成について記載し

ております。

次に、５ページをお開きください。

総務部の主な分掌事務と職員数を表にまとめ

ております。表の下、欄外にありますように、

本庁238名、出先機関302名、合わせて540名の職

員で、ここに記載の分掌事務を行っております。

次に、６ページをお開きください。

総務部各課の予算についてであります。

令和元年度の歳入予算総額は、表の一番下の

合計欄にありますように、一般会計と特別会計

を合わせまして5,117億2,859万4,000円でありま

す。

次に、７ページをごらんください。

歳出予算総額は、表の一番下の合計欄にあり

ますように、一般会計と特別会計を合わせまし

て2,633億1,613万9,000円で、前年度当初予算額

と比較しまして８％の増となっております。

なお、各課の分掌事務、予算の概要並びに主

要事業の概要等につきましては、８ページから34

ページにかけまして記載しておりますが、説明

は省略させていただきます。

次に、表紙の裏の目次にお戻りいただけます

でしょうか。

（Ⅵ）のその他の報告事項でありますが、本

日はここに記載の令和元年度宮崎県防災訓練に

ついてなど、２件につきまして御報告をさせて

いただきます。

詳細につきましては、危機管理局長が説明い

たしますので、よろしくお願いいたします。

なお、ただいまの説明について少し訂正をさ

せていただきます。

総務部の組織について、「６課２室」と説明い

たしましたけれども、本庁「９課２室」という

ことで、訂正をお願いしたいと思います。

私からの説明は以上でございます。よろしく

お願いいたします。

○温水危機管理局長 危機管理課から、２点、

御報告をいたします。

初めに、令和元年度宮崎県防災訓練について

であります。

常任委員会資料の35ページをごらんください。

まず、１の目的でありますが、大規模災害等

の発生時に、災害対策の中核となります災害対

策本部の運営が効果的に機能しますように訓練

を実施して、応急対応に必要な体制を整備しま

すとともに、関係機関との調整会議などの訓練

本番までの事前準備等を通じまして、防災関係

機関相互の顔の見える関係を構築したいと考え

ております。

また、市町村によります住民避難訓練など、

住民参加型の訓練によりまして、自助、共助に

よる地域防災力の強化を図ることとしておりま

す。

このため、２の基本的な考え方にありますと

おり、特に、想像して議論する、課題の洗い出

し、意識啓発等の３点に留意して、訓練に取り

組んでまいりたいと考えております。

訓練の内容といたしましては、３の概要にあ

りますとおり、４月下旬から８月にかけまして、

※このページ右段に訂正発言あり
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県職員の伝達参集訓練及び防災関係機関等も交

えた２回の図上訓練を行った上で、11月９日、10

日に、県民の皆様も参加する総合防災訓練を、

高原町総合運動公園をメーン会場に、都城市、

その他の市町村において実施する予定でありま

す。

今年度の県総合防災訓練は、緊急消防援助隊

九州ブロック合同訓練及び九州・沖縄ブロック

ＤＭＡＴ実働訓練と同時開催することとしてお

り、九州各県の消防関係者や医療関係者等も参

加する大規模な訓練になる予定であります。

訓練の内容としましては、地震、風水害、火

山噴火を想定し、災害発生直後から応急復旧ま

でのさまざまな実働訓練を実施する予定であり

ますが、その具体的な内容については、今後、

関係機関等との調整会議などを通じて固めてい

くこととしております。

防災訓練についての説明は以上であります。

次に、霧島山の火山活動の状況等についてで

あります。

常任委員会資料の36ページをごらんください。

新燃岳や硫黄山では活発な火山活動が続いて

おりますことから、県や地元自治体では、気象

台が発表する火山情報に基づき、立入禁止区域

の設定や登山道・県道の規制等を実施しまして、

地域住民や登山者、観光客などの安全確保を図っ

ているところであります。

まず、１の新燃岳の状況についてであります。

（１）の噴火警戒レベル等でありますが、昨

年６月28日以降、噴火は観測されていない状況

にありまして、ことし４月５日に、噴火警戒レ

ベルがレベル２（火口周辺規制）からレベル１

（活火山であることに留意）に引き下げられた

ところであります。

次に、（２）の立入禁止区域でありますが、現

在、新燃岳火口内、火口西側の熱異常域と火口

北西側の溶岩流出区域が立入禁止区域に設定さ

れております。

次に、（３）の登山道の規制状況でありますが、

新燃岳周辺を通る登山道の立ち入り規制を継続

中であります。

続いて、２の硫黄山の状況についてでありま

す。

（１）の噴火警戒レベル等でありますが、硫

黄山では昨年４月19日に250年ぶりの噴火が発生

しましたが、昨年４月27日以降、噴火は観測さ

れていない状況にありまして、ことし４月18日

に、噴火警戒レベルがレベル２からレベル１に

引き下げられたところであります。

次に、（２）の立入禁止区域でありますが、現

在、硫黄山火口周辺の半径おおむね250メートル

以内と、硫黄山西側の新たな噴気孔周辺の半径

おおむね100メートル以内が立入禁止区域に設定

されておりますが、このほか、硫黄山周辺の火

山ガス発生区域についても立ち入り規制が継続

されております。

次に、（３）の登山道の規制状況でありますが、

立入禁止区域とその周辺を通る登山道の立ち入

り規制を継続中であります。

また、（４）の県道の規制状況でありますが、

県道１号（小林えびの高原牧園線）の一部区間

の通行どめが継続中であります。

規制の状況については、参考としまして、38

ページと39ページに規制図を添付しております

ので、後ほどごらんいただければと思います。

最後に、３の県の今後の主な対応等について

でありますが、県では、鹿児島県や周辺市町と

共同で設置しております霧島山火山防災協議会

におきまして、警戒避難体制の整備を推進して

いきますとともに、硫黄山の火山ガス濃度を測
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定・監視するなど、火山防災対策の強化を継続

していくこととしております。

また、硫黄山の火山活動に起因する河川白濁

への対応としまして、引き続き、水質改善対策

の検討を進めますとともに、水質監視による情

報提供や農業用水確保のための対策に取り組ん

でまいります。

さらに、県道１号については、通行再開に向

けて、県道脇に噴気孔があるため立入禁止区域

となっている区間を避け、新たなルートによる

道路整備を行うこととしております。

現在、新燃岳、硫黄山の噴火警戒レベルは１

になっておりますが、火山活動は継続しており

ますので、引き続き、関係部局や関係機関と緊

密に連携しながら、必要な対応をとってまいり

たいと考えております。

危機管理課からの説明は以上であります。

○日髙委員長 執行部の説明が終わりました。

質疑はありませんか。

○来住委員 １つだけ教えてほしいんですが、

今、報告がありました硫黄山の関係で、県道１

号線の立入禁止区域を避けて、新たなルートを

予定されているようなんですけれど、具体的に

は今年度実際に道路が建設されるのか、その概

要についてもう少し詳しく報告していただきた

いと思います。

○温水危機管理局長 先ほど言いました別紙の

参考資料の２をごらんください。39ページにな

ります。

これを横長で見ていただきますと、Ａ、Ｂ、

Ｃ、Ｅという区間がありますけれど、Ｅのとこ

ろが三角形になってございますが、ここの底辺

の部分に新しい道路を整備しようという計画で、

現在、取りかかっているところであります。

実際には、県土整備部のほうで検討しており

ますが、とりあえず今やれることをやっておこ

うという考え方で、実際に供用開始ができるか

どうかは、そのときの火山の状況等を見て判断

することになります。現在、火山活動がある程

度落ちついておりますので、ここのエリアに入

ることも可能ですから、できるときにできるこ

とをやっておいて、その上でまた実際に道路が

完成したら、そのときの状況を見て、供用開始

するかどうかは判断していく計画であるという

ふうに聞いております。

○来住委員 具体的に、道路の建設はまだ始ま

らないわけですか。その予定はどうなんですか。

○温水危機管理局長 国立公園区域になります

ので、環境省の手続とかを、事前に進めてはい

たとお聞きしているんですけれども、そういう

手続面が終われば、あとは専門家の方々のいろ

んな意見も聞いた上で、慎重に工事に着工し

て、10月、11月ぐらいまでには、ざっくりとし

た日程ですけれども、工事を完了させたいといっ

たような意向であるというふうに伺っておりま

す。

○来住委員 わかりました。

○坂口委員 具体的には、起点、終点はどうなっ

ていくんですか、予定では。

○温水危機管理局長 起点、終点でいきますと、

ちょっとざっくりで申しわけないんですけれど

も、Ｅの区間の三角形の底辺のところ、旧道の

道路脇のＥの隣にあります小さな丸、ここに噴

火口ができておりますので、ここからおおむね

半径100メートル以内が立入禁止区域になってお

ります。それを避ける形で、この図面でいきま

すと、底辺に当たる部分が起点、終点となって、

ここに道路を直線で整備するということで伺っ

ております。

○坂口委員 写真の見方がわからないんですけ
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れど、写真自体の色の薄いところと緑色のとこ

ろ、これは植生があるところとないところの色

違いですか。

○温水危機管理局長 そのような御理解で結構

でございます。

○坂口委員 植生は、何か人為的に木が立って

いないとかじゃなくて、自然条件的に木ができ

ない区域になるんですか。

○温水危機管理局長 私も、先般、現場を見て

きたんですけれども、硫黄山の火口周辺部分は

植物が育たないような状況になっております。

有毒ガスも一部発生したりしておりましたので、

そういった影響もあって、ここでどちらかとい

いますと、土色っぽく見えているところはなか

なか植生といいましょうか、長い期間で見ます

と回復してくるかもしれませんが、現状におい

ては植物が育ちにくいような状況になっている

ようでございます。

○坂口委員 長い期間を見れば回復というのは、

ちょっと無責任かなと思うんです。いつごろか

らこれがはげてきたのかを考えないと、いまだ

に回復していないと。それはもちろん有毒ガス

で、硫化硫黄なんかも植生に致命的な影響を与

えるけれど、地下の状況ですね、ちょっと削っ

ただけで、ようやく封じ込めていたものが出て

くるとか、そこ自体が有害なものを持っている

とか、そうなると土捨て場から何から今度は考

えなきゃだめなんですよね。

そして、これは余りにも荒っぽいところに、

一番短いところに、地元のガス抜きのために、

あるいは関連業者のためのガス抜きのために、

そういったことだけやろうと。通れるか通れな

いかはわからないよって、これは余りにも荒っ

ぽい投資のあり方じゃないかなと思うんですね。

物事は費用対効果、そして安定・継続というも

のが判断できないと、そう簡単にやっちゃいか

ん。

ここは、地下からガスが出たりしたときはど

うするんですか。利用できなきゃだめですよ、

抜いても。

○温水危機管理局長 ここの道路の建設に当

たっては、掘削じゃなくて、盛り土で構造的に

道路をつくるといったようなことで聞いており

まして、掘削等があれば、おっしゃるとおり、

いろいろとガスが発生する可能性とかは避けら

れないと思いますので。ただ構造的な面で見て

も、ここは盛り土で整備ができるということで、

このエリアにおける道路の整備を計画されたと

いうふうに伺っております。

○坂口委員 それで地下のいろんなことには対

応できるけれど、問題は、さっき言われたよう

に―僕はそこのところは盛り土、切り土、両

方要ると思ったんですけれど、まあ、勾配なん

かをどうやるかわからんけれどですね。そういっ

たことでそちらの心配が仮にゼロとなればだけ

れど、やっぱり硫化ガス、それで交通どめをやっ

ているわけですから、そこら辺はもうちょっと

慎重にやるべきじゃないかなと。

五、六百メーターの投資で済む、それが１キ

ロも要るとなれば費用もかなりかかるけれども、

使えないような可能性があることを想定しなが

ら、ここに投資していくというのは余りにも乱

暴じゃないかなと。せめて、専門家と言われる

人たちに、この工法とこの場所だったら大丈夫

だよというものをまずもらってから、そういっ

たものを見通してから投資しなきゃ。これは県

土整備部のことかもわからんですけれど、ここ

で報告されたから、そこらは慎重を期してほし

いと思うんですね。

○温水危機管理局長 今、委員がおっしゃった
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ところは、非常に重要なところだというふうに

我々も認識しております。

実は、危機管理局が全体のまとめ役をしてお

りますので、全般的な取り組みの内容というこ

とで、概要説明をさせていただいたところであ

ります。実際に施工するのは県土整備部になり

ますので、ただいまいただいた御意見も含めま

して、部局横断的に連携をしながらしっかり取

り組んでまいりたいと、そのように考えており

ます。

○坂口委員 くどくなりますけれど、つくって

使えないというようなことじゃ、こんなばかな

話はないわけで、そこらはしっかり見通して、

自然現象相手で完璧なものというのは見通せな

いでしょうけれど、ぜひやっていってほしいと

思いますね。

○日髙委員長 ほかにありませんでしょうか。

○坂口委員 その他でいいですか。これは所管

がどこになるかわからないんですけれども、総

務部が財政を握っているということでだけれど、

先日の例の肉づけ予算関連とか、油津のファー

ストポートとか、これはいいかげんな記事なん

ですか、それとも中身が的確に把握されている

記事なんですか。

僕らは全く、これはいいかげんなことを書い

たなというのか、これは資料つきの出元でかな

り正確な情報だぞというのか、その判断すらで

きない。まさかあり得ないとは思うんですけれ

ども、合っていたとしたらですよね、執行部と

してもこれには当然えっと思われたでしょうか

ら。かなりのことをその後調査されてきている

というか、解析されてきている。それはまずど

うなんですか、あの記事は信頼できるんですか。

○吉村財政課長 今、委員から御指摘のあった

件ですけれど、３件ほど具体的な事業とあわせ

て上がっております。内容につきましては、う

ちが検討して、今週金曜日に議会運営委員会で

御報告する予定でした議案の具体的内容にほぼ

近いものでございます。

○坂口委員 ほぼということは、間違っている

ところもあるということか。

○吉村財政課長 間違っているというか、例え

ば移住者に対する支援について、県単事業も検

討しております。その中で、一部マスコミの報

道には関西圏の分を県単で見るというふうに書

かれておりましたが、県の単独事業ではもっと

広い範囲を対象にしたいというふうに考えてお

りましたので、一部正確でない部分もございま

す。

○坂口委員 全体を把握していない部分もあり

ますということで、その中に包含されているこ

とじゃありますよね、エリア拡大で、なかった

ところへ入れれば。これは正しいと判断すべき

です。もし、間違いだったら、県は徹底してこ

のことを県民に知らせるべきです。あんないい

かげんな記事を書いたぞということで。そこの

ところをひとつ早急に検討する必要があるとい

うふうに思った。

今の話を聞くと、正確なものが抜けていると

しか思えない。肉づけ予算ですよ。知事は公約

をして、当選してきた。我々も公約をして、当

選してきた。これから６月の肉づけに向けての

お互いの考え方をすり合わせていく、あるいは

協議していく作業のさなかというか、６月議会

で初めて決着するんですよね。

それをやられたこととか、さまざまにあるこ

とと、昔からずっとこれは議運の日の朝の新聞

でこういうこと、あるいは前日のテレビでこう

いうことが起こってきて、その都度、頭を下げ

ている。去年なんて、都城の問題では、知事自
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身が３度も４度も頭を下げている。何のために

頭を下げるのかと。頭を下げさせるのが我々の

目的じゃなくて、是正させたい、そういう過ち

を犯させないようにするのがチェック機関の役

目なんです。

だから、そんなのをずっと振り返ると、議会

は余りにもなめられているなと。この前の新聞

の投書にもあったけれど、議会無用論、追認機

関論、これは全く本当だなと、我々は反省をし

なきゃいかんなということに立っているんです。

だから、こういった疑問、憤り、どこから漏

れて、何が間違っていたのか。たまたま記事の

中身を努力によってつかまれたということじゃ

納得できないと思うんです、その都度、その都

度。しかも新聞は間違って書いたら致命的です

よ。こんなにメディアのあり方というものが変

わってきた中で、本当に生き残りをかけて、各

社しのぎを削っているわけです。だから、僕は

あえて、さっき言われたような、一部正しくな

いみたいな部分があるなんていうことは、絶対

に出さないと思うんです。

そこらも含めて、我々が今、執行部に対して

何を求めているかというのは、的確な事業をや

れというのは当然のこと、これは言わなくても

当然。その他に、議会と執行部との二元代表制

で、あなた方は予算を編成する権利を持ってい

るけれど、予算を支出させる権利というのは我

々が持っているんだということ、そこを頭に置

きながら、胸に刻みながら、本当に大切な事業

なら、議会がこの中の問題点を指摘して、予算

が通らなかったらどうしようとかいうことで、

まず初めに議会に丁寧な説明をやるべきです。

そして、初めてそれを明かすのは議運の場です。

議長がいかにどうやろうとも、議運が「うん」

と言わなかったら、開会ベルさえ押せないとい

うこと。そこは魂を入れておかないと、本当に

県民に責任を果たせないことになりますよ。

この次の委員会では、どういうルートで漏れ

てしまったのか、誰がやったのか、それは意図

に反したことなのか、思いのとおりだったのか、

そこらも含めて報告を願いたいということを求

めておきます。これは委員に諮って、委員長か

らも求めてほしいです。

○日髙委員長 それでは、委員の皆さんに諮り

たいと思います。先ほどの報告を求める方は挙

手をお願いします。

〔賛成者挙手〕

○日髙委員長 それでは、先ほどの意見でござ

いますけれども、この記事に関して、どこが出

どころかという報告を求めたいと思います。よ

ろしくお願いします。

○武田総務部長 今、坂口委員から御指摘いた

だきましたように、今回、一部報道されました

６月補正予算の内容につきまして、議会の提出

前に、また説明する前に出たということにつき

ましては、本当に適切に情報管理をすべき立場

であり、また内容であったんですけれども、そ

ういうことが報道されたことにつきまして、本

当にまことに申しわけなく、またおわびを申し

上げたいというふうに思っております。

また、情報の取り扱いにつきましては、日ご

ろからコンプライアンスについて、職員にはしっ

かりと指導しておりましたし、また日ごろから、

県議会を初めとしまして、県民の皆様方の県政

に対する信頼を損なうことのないように、いろ

んな機会で指導してきたところでございました

けれども、こういうことになって、まことに本

当に申しわけないというふうに思っております。

今回の件を踏まえまして、私どもとしては、

職員一人一人が業務上知り得た内容、情報の価
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値がどういうものかということをしっかりと意

識する必要があると思いますし、またそういう

ことに対して適切に対応していくことの重要性

については、改めて職員にしっかりと指導して

いきたいと思いますし、幹部職員に対しまして

は、部局長会議等で二役等からしっかりとこう

いうことが今後ないように厳しく指導するなり、

綱紀の粛正を図ってまいりたいと思います。ま

た今、委員長から要望がございましたが、これ

についてはまた持ち帰ってしっかりと検討させ

ていただきたいというふうに思います。

○日髙委員長 よろしくお願いします。

ほかにございませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○日髙委員長 それでは、以上をもちまして、

総務部を終わります。執行部の皆様、お疲れさ

までございました。

暫時休憩いたします。

午前10時35分休憩

午前10時38分再開

○日髙委員長 委員会を再開いたします。

先般の臨時県議会におきまして、私ども８名

が総務政策常任委員会委員となったところでご

ざいます。

私は、このたび委員長に選出されました宮崎

市選出の日髙でございます。大変重要な委員会

であると思いますが、この８名でしっかりと進

めてまいりたいと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。

それでは次に、委員の皆様を紹介させていた

だきます。

まず、私の隣が、宮崎市選出の脇谷副委員長

でございます。

次に、向かって左側ですが、児湯郡選出の坂

口委員でございます。

串間市選出の武田委員でございます。

小林市・西諸県郡選出の丸山委員でございま

す。

続きまして、向かって右側ですが、日南市選

出の髙橋委員でございます。

宮崎市選出の重松委員でございます。

都城市選出の来住委員でございます。

次に、書記の紹介をいたします。

正書記の本田主査でございます。

副書記の浜砂主事でございます。

次に、部長の御挨拶、幹部職員の紹介並びに

所管業務の概要説明等をお願いいたします。

○渡邊総合政策部長 総合政策部長の渡邊でご

ざいます。どうかよろしくお願いいたします。

総合政策部でございますけれども、業務とい

たしまして、県総合計画の推進、そういう大き

な課題を背負っております。中でも、特に人口

減少対策をどのように進めていくのか、さらに

は長距離カーフェリーの新船建造の問題、ある

いは国文祭、芸文祭、そして７年後の国体、そ

ういったものにいかに対応していくのか、そう

いった非常に大きな課題を抱えている総合政策

部でございます。

職員一丸となりまして、課題解決に向けて頑

張ってまいりたいと思っておりますので、どう

か委員の皆様の御支援、御指導を賜りますよう

よろしくお願いいたします。

それでは、座りまして説明をさせていただき

たいと思います。

お手元の委員会資料の１ページをごらんくだ

さい。

総合政策部の幹部職員の御紹介をさせていた

だきます。

まず、県参事兼政策推進担当次長の松浦直康
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でございます。

県民生活・文化祭担当次長の小堀和幸でござ

います。

総合政策課長の小倉佳彦でございます。

秘書広報課長の児玉憲明でございます。

広報戦略室長の松野義直でございます。

統計調査課長の長倉健一でございます。

総合交通課長の大東収でございます。

中山間・地域政策課長の日髙正勝でございま

す。

産業政策課長の米良勝也でございます。

生活・協働・男女参画課長の渡久山武志でご

ざいます。

交通・地域安全対策監の水口圭二でございま

す。

みやざき文化振興課長の日吉誠一でございま

す。

国民文化祭・障害者芸術文化祭課長の坂元修

一でございます。

記紀編さん記念事業推進室長の河野龍彦でご

ざいます。

人権同和対策課長の磯崎史郎でございます。

情報政策課長の鎌田伸次でございます。

国民スポーツ大会準備課長の岩切喜郎でござ

います。

最後になりますけれども、県議会担当の総合

政策課調整担当主幹の渡辺智裕でございます。

以上でございます。どうぞよろしくお願い申

し上げます。

それでは、資料の左側のページになりますけ

れども、目次をごらんいただきたいと存じます。

本日は、目次のⅡからⅤにございますように、

総合政策部の組織、分掌事務、当初予算、そし

てその他報告事項について御説明をさせていた

だきます。

委員会資料の２ページをお開きいただきたい

と存じます。

総合政策部の組織一覧表を記載しております。

総合政策部は、本庁12課、そしてその中に２つ

の室がございます。そして、下のほうにござい

ますけれども、出先が４機関で構成しておりま

す。その中で、アンダーラインのところが、昨

年度からの変更点でございます。

資料の中ほどでございますけれども、スポー

ツ基本法の改正に伴いまして、2023年の佐賀大

会から、国民体育大会が国民スポーツ大会に名

称変更されますため、今年度から国体準備課を

国民スポーツ大会準備課に改称しております。

さらに、国民文化祭・障害者芸術文化祭課を

新設したところでございます。これは、来年2020

年に開催する国民文化祭及び全国障害者芸術・

文化祭の開催準備を円滑に推進するために設置

したものでございまして、あわせて記紀編さん

記念事業推進室をみやざき文化振興課から移管

したところでございます。

なお、これに伴いまして、県民生活担当次長

の担当名を県民生活・文化祭担当と改めており

ます。

このほか、総合交通課に、広域交通担当の課

長補佐を配置しております。また、産業政策課

の産学官連携推進担当を産業人材担当へ名称変

更いたしております。

最後になりますけれども、情報政策課におき

ましては、担当業務の再編によりまして、シス

テム最適化担当及びＩＣＴ利活用推進担当を統

合いたしまして、ＩＣＴ推進担当としたところ

でございます。

次に、３ページから６ページにかけまして、

各課の所管業務を記載しておりますけれども、

こちらにつきましては後ほどごらんください。
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次に、７ページをお開きください

令和元年度の総合政策部当初予算についてで

ございます。

総合政策部の令和元年度一般会計当初予算額

は、一般会計の表の一番下の合計欄にございま

すように、133億167万2,000円で、30年度当初予

算と比較しまして１億5,285万6,000円の減、率

にして98.9％となっております。

また、宮崎県開発事業特別資金特別会計予算

額につきましては、その下の表にございますよ

うに2,103万4,000円で、平成30年度当初予算と

比較して694万5,000円の増、率にしますと149.3

％となっております。

次に、８ページをお開きください。

これは、令和元年度の総合政策部に関します

主な重点施策関連事業等を整理したものでござ

います。幾つか御説明させていただきたいと思

います。

大きな１番目にございます未来を担う人財の

育成・確保の３つ目になりますけれども、○改と

あります、みやざき地域活性化雇用創造プロジェ

クト推進費につきましては、産学金労官が連携

し、県内企業への就職促進や産業人財の育成等

に取り組みまして、県内企業への就業拡大を図

るものでございます。

また、下のほうになりますけれども、大きな

２の関係人口の創出と観光・交流の拡大でござ

いますが、９ページの一番上の○新、「二次交通イ

ンバウンド対応支援事業」につきましては、県

内観光入込客数を増加させるため、交通事業者

等と連携いたしまして、宮崎空港等と観光地を

結ぶ２次交通の機能強化を図るものでございま

す。

次に、大きな３番目でございますが、安全・

安心な暮らしの確保でございます。

10ページをお開きください

上から３つ目になりますけれども、○新「地域

における人口減少対策促進事業」についてでご

ざいますが、これは住民みずからが地域の課題

について話し合い、課題解決のための地域戦略

の策定ですとか、具体的な取り組みに向けた体

制づくり等を支援することによって、安心して

住み続けられる中山間地域を目指すものでござ

います。

最後に、大きな４番目のさらなる発展に向け

た力強い産業づくりと交通・物流基盤の充実で

ございますけれども、２番目の○改「宮崎県長距

離フェリー航路利用促進支援事業」につきまし

ては、長距離フェリー航路の維持・充実のため、

スポーツ合宿等の団体利用を促進して、航路運

営の安定化や観光の推進を図るものでございま

す。

目次のほうにお戻りください。

Ⅴのその他報告事項につきましては、今回、

宮崎県総合計画「未来みやざき創造プラン（ア

クションプラン）」の案についてなど、２件の報

告事項がございます。

詳細につきましては、担当課長から御説明を

させていただきたいと存じます。

私からの説明は以上でございます。

○小倉総合政策課長 総合政策課でございます。

資料11ページをお開きください。

その他報告事項、宮崎県総合計画「未来みや

ざき創造プラン（アクションプラン）」（案）に

ついて御説明をさせていただきます。

まず、総合計画の構成でございます。（１）長

期ビジョン、（２）アクションプランとございま

す。この２つで構成されているものでございま

すが、上の長期ビジョンに関しましては、昨年

度の２月定例県議会において議決されたもので
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ございます。

内容に関しましては、また後ほど補足をさせ

ていただきますが、令和12年（2030年）の将来

像ということで、人口問題、人生100年時代、ま

たは科学技術などといった重要課題に対応する

ための長期戦略や分野別施策の基本的な方向性

を示しているものでございます。

また、アクションプランにつきましては、長

期ビジョンですとか、知事の政策提案などを踏

まえまして、人口減少問題などの対策について、

緊急的課題に対応するための４年間―４年間

というのは令和元年度、本年度から４年度まで

でございますけれども、その実行計画でござい

ます。

まず、アクションプラン案の概要についてで

ございますが、下の表をごらんください。前回

のアクションプランが右側に書いてございます

が、項目等の比較を記載しているものでござい

ます。

今回のアクションプラン案の概要でございま

すけれども、まず施策目標に関しましては、安

心と希望を育む「みやざき新時代」の実現とい

うことで、未来を築く「人」、発展する「産業」、

心豊かな「くらし」ということで、「人」、「産

業」、「くらし」というそれぞれの分野について

の施策目標ということは大きく変わりません。

基本姿勢に関しましては、まず１つ目に人口

減少問題への対応を一丁目一番地に持ってきて

いるところでございます。

また、後ほど触れますけれども、４番にござ

います持続可能な地域づくりについても、ＳＤ

Ｇｓの発想などをもとに、地域づくりに関する

分野についての基本姿勢も示した上で、その他

の部分については大きく変わる部分はありませ

んが、今申し上げたものについて少し変更を加

えさせていただいております。

重点施策でございます。前回のアクションプ

ランに関しましては８項目ございましたが、重

点課題については洗練化して、特に人口問題な

ど大きな問題については集中的に重点的に取り

組むべきというような御意見、また多くあった

分野を少し集約すべきという御意見なども審議

会等でありましたことから、人口問題対応、産

業成長・経済活性化、観光・スポーツ・文化振

興、生涯健康・活躍社会、危機管理強化という

５つの分野についての重点施策を進めていくと

いう流れになってございます。

全体の構成につきまして、次の12ページで御

説明をさせていただきます。

これは、総合計画全体の像でございます。上

の時代の潮流、将来推計と予測、本県の特性、

こういったものを踏まえまして、長期ビジョン

を昨年度策定したところでございます。

特に、時代の潮流の一番下にありますＳＤＧ

ｓ―これはＳｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖ

ｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ、持続可能な開

発目標ということで、こういった目標も取り入

れながら、施策を進めていきましょうというよ

うなことですとか、将来推計と予測の総人口の

部分についても、2015年推計などが国立社会保

障・人口問題研究所等で出ましたので、そういっ

たところも踏まえて、新たに長期ビジョンも改

定させていただいたというような中身でござい

ます。

基本目標に関しましては、これもこれまでど

おり未来を築く新しい「ゆたかさ」への挑戦と

いうところでございまして、目指す将来像につ

きましても、「人」、「くらし」、「産業」と、そ

れぞれの分野の目指す将来像を記載させていた

だいております。



- 14 -

令和元年５月27日(月)

特に、産業の部分についての生産性を高める

というところが、１つキーワードになってくる

ところかなと考えております。

それを踏まえまして、県づくりの基本姿勢と

しては８つ、下に書かれております基本姿勢を

踏まえまして、長期戦略として５つの長期的視

点―人口問題、人生100年時代、グローバル化、

科学技術・環境、危機対応、こういった視点を

踏まえまして、戦略１から５、先ほどの重点施

策の５つの分野と同じものでございますが、ま

さしくこれがアクションプランのプログラムの

それぞれの重点課題になっていくものでござい

ます。こういったそれぞれの戦略について５つ

に分類して、長期戦略を進めていくという流れ

になってございます。

また、分野別施策につきましては、人づくり、

くらしづくり、産業づくりという分野別に体系

化したものがございます。それぞれの将来像は

ここに記載されておりますけれども、長期ビジョ

ンにおきましては、体系化したものはそれぞれ

の施策の基本的方向性について書かれているも

のでございます。

この長期ビジョンを踏まえまして、一番下に

ありますとおり、アクションプラン、知事の公

約などを踏まえまして、長期ビジョンも踏まえ

ましての４年間の実行計画、具体的な取り組み

の内容について、それぞれの５つのプログラム

に基づいて実施していくという内容になってご

ざいます。

具体的な内容につきましては、14ページ、15

ページでございますが、構成案について触れさ

せていただきます。

今、述べましたとおり、５つのプログラムが

それぞれございまして、それぞれ重点項目と取

り組みが２つないし４つございます。

まず人口問題対応プログラムですけれども、

１つ目の重点項目１の社会減の抑制と移住・Ｕ

ＩＪターンの促進は、特に移住・定住の促進で

すとか、若者の県内就業・就学機会の確保、こ

ういった取り組みについての内容でございます。

重点項目２としましては、産学金労官言の連

携による地域や産業を支える人財の育成・確保

で、キャリア教育の充実ですとか、産業人財の

育成・確保についての内容でございます。

重点項目３、地域の暮らしの確保や中山間地

域の振興ということで、中山間地域を中心とし

た、生活に必要な機能の維持・補完ですとか、

その地域の振興などについての内容でございま

す。

重点項目４としましては、本県の未来を担う

子どもたちの育成ということで、特に教育の分

野での推進といった内容になってございます。

最後でございますけれども、重点項目５、合

計特殊出生率の向上に向けた環境づくりという

ことで、子どもを産み育てやすい環境づくりで

すとか、子育てと仕事が両立できる環境づくり、

こういった内容になってございます。

２つ目の産業成長・経済活性化プログラムで

ございますが、１つ目が本県経済を牽引する成

長産業の育成と新産業の創出、特にフードビジ

ネスですとか、イノベーションの創出、こういっ

た内容になってございます。

２つ目が、本県の基幹産業である農林水産業

の成長産業化、特に担い手の育成・確保ですと

か、あとスマート農業などの生産性向上、省力

化の推進なども含まれてございます。

３、地域経済を支える企業・産業の育成とい

うことで、例えば中小・小規模企業の振興、技

術系にすぐれた企業の振興などが中身となって

ございます。
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４つ目、資源・エネルギーの循環促進と低炭

素社会の実現に向けた取り組みということで、

再生可能エネルギーの利用推進などでございま

す。

５つ目、交通・物流ネットワークの整備と効

率化の推進ということで、道路ネットワークで

すとか、あと交通・物流ネットワークの維持・

充実でございます。

次のページ、観光・スポーツ・文化振興プロ

グラムでございます。

１つ目が魅力ある観光地づくりと誘客強化と

いうことで、魅力ある観光地づくり、外国人イ

ンバウンドの誘致の強化、例えば２次交通、多

言語化など、受け入れ体制の整備・充実などの

内容になってございます。

２つ目、「スポーツランドみやざき」の構築と

県民のスポーツ活動・交流の促進ということで、

スポーツの聖地としてのブランド力向上など、

こういった内容になってございます。

３つ目、文化資源を生かした地域活性化や県

民の文化活動・交流の促進ということで、例え

ばユネスコエコパークなどの世界ブランドを活

用した地域づくりですとか文化振興、また来年

開催されます国民文化祭、全国障害者芸術・文

化祭の開催などの取り組み内容になってござい

ます。

４つ目、生涯健康・活躍社会プログラムとい

うことで、１つ目の重点項目が地域における福

祉・医療の充実と健康寿命の延伸ということで、

福祉・医療人財の育成・確保、地域における福

祉・医療の充実などの内容になってございます。

２つ目、生きる喜びを実感し、安心して暮ら

せる社会づくりということで、例えば障がい者

の自立と社会参加の促進ですとか、交通安全、

バリアフリーなど、安全・安心な社会づくりな

どの内容になってございます。

３つ目、一人ひとりが活躍できる多様性を持っ

た社会づくりということで、例えば高齢者、女

性の活躍推進ですとか、また外国人財の受け入

れ・共生に向けた環境整備などの内容もここに

含まれてございます。

最後、危機管理強化プログラムでございます

けれども、こちらは前回のアクションプランと

余り大きく内容は変わっていないところでござ

いますが、１つ目として、ソフト・ハード両面

からの防災・減災対策、２つ目として、緊急輸

送や救急医療の観点による社会資本整備と適正

な維持管理、３つ目、人への感染症に対する感

染予防・流行対策強化、４つ目として、家畜伝

染病に対する防疫体制の強化という内容になっ

てございます。

こういった５つの重点プログラムに沿って、

またそれぞれ部門別、部局別の計画がございま

すので、こちらに沿って、今後４年間、施策を

推進してまいるところでございます。

11ページにお戻りいただきまして、策定経緯

と今後のスケジュールでございます。

まず、長期ビジョンに関しましては、昨年７

月に総合計画審議会に総合計画の改定について

諮問して、地域別の市町村・県民会議などを経

た上で、ことしの３月、２月議会におきまして、

長期ビジョン変更の議決を経ているところでご

ざいます。アクションプランにつきましては、

今年度に入りまして、審議会、専門部会の合同

会議ですとか、またあしたになりますけれども、

５月28日に答申を受ける予定となってございま

す。

アクションプランにつきましても、案につき

まして、６月の定例県議会で議案として提出さ

せていただきますので、具体的な取り組み内容
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等につきましては、また６月議会において、詳

しく御審議をいただければと思っております。

説明は以上でございます。

○日吉みやざき文化振興課長 それでは、常任

委員会資料の16ページをお願いいたします。

宮崎県教育・学術、文化及びスポーツの振興

に関する施策の大綱の一部改定についてでござ

います。

別添の資料として、大綱の改定案をお配りい

たしておりますけれども、説明は委員会資料の16

ページでお願いしたいと思います。

まず、１、現在の大綱についてでございます。

平成27年４月に、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律が一部改正されまして、知事と

教育委員会とで構成されます総合教育会議で協

議した上で、教育、学術、文化等の施策推進を

図るための指針ということで、大綱を策定する

こととされたところでございます。これを受け

まして、本県では、宮崎県総合計画（長期ビジョ

ン・アクションプラン）を踏まえまして、平成27

年９月に策定をしたところでございます。

大綱の構成でございますが、そこにございま

すように、目指す将来像ということで２つ示し

ております。そして、それぞれに３つの基本方

針を設定しているところでございます。

次に、２の改定案についてでございます。

まず、（１）の改定の趣旨でありますけれども、

基本的には、目指す将来像や基本方針等につき

ましては、現在の大綱の内容を受け継ぎながら、

昨年策定されました国の第３期の教育振興基本

計画、それから本年３月に改定されました宮崎

県総合計画の長期ビジョン、それから改定中の

アクションプランを踏まえまして、見直しを行

うものでございます。

次に、（２）主な改定の内容でありますけれど

も、①でございますが、基本方針１―１の将来

世代の育成促進、この中で労働市場の構造です

とか、職業そのものが抜本的に変わることが予

測されます超スマート社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0）

の到来を課題として追記いたしますとともに、

持続可能な社会の実現に向けた教育の充実に取

り組むことを盛り込んでおります。

また、②でございますが、基本方針１―２、

産業人財・地域人財の育成促進の中では、産業

人財育成に取り組む枠組みとして、産学官金連

携から産学金労官言連携へと表記を改めまして、

労働界ですとかマスコミも含めて、一丸となっ

て取り組むこととしております。

次に、③でございますが、基本方針２―３の

地域への誇りや愛着（郷土愛）の醸成の中で、

郷土への誇りや愛着を高めるために、実践・充

実すべき取り組みをふるさと学習ということで

記載しております。

（３）が今回の大綱の期間でございますけれ

ども、令和元年度から令和４年度までの４年間

としております。

それから、３の改定のスケジュールでござい

ますが、昨年度10月以降、教育委員会と調整や

協議を行ってきたところでございまして、その

後、総合計画の長期ビジョン、アクションプラ

ンの案、こういったものとの整合性を踏まえな

がら、原案を作成したところでございます。

本年度になりまして、５月16日に総合教育会

議を開催したところでございまして、６月に改

定を行って、公表してまいりたいと考えており

ます。

説明は以上でございます。

○日髙委員長 執行部の説明が終わりました。

質疑はございませんでしょうか。

○丸山委員 １点だけお伺いしますけれども、
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要望も含めてなんですが、本当に人口減少問題

というのが一番大きな課題だと認識しているも

のですから、14ページの中で重点項目を掲げて

いただいているんですが、重点項目の５番の中

に、合計特殊出生率の向上と書いてあるんです

が、マジックみたいな数字になってしまうとい

うことを思っています。

母数が変わるとよくなったりするものですか

ら、できれば出生数もしっかり捉えてもらいた

いと思っています。そうしないと結局率は上がっ

ても数はどんどん減ってしまうということを現

実問題として感じているので、それをしっかり

審議してみたいなと思っているものですから、

その辺もしっかり取り組むことは余地があるの

かどうかだけ、教えていただけたらと思います。

○小倉総合政策課長 丸山委員が御指摘のとお

り、出生数そのものを議論しないと、人口減少

の問題、数としての議論に直結しないんじゃな

いかというような御意見があるのも承知してお

ります。

全国的にも、これは厚生労働省の基準の中で

も、基本的には合計特殊出生率が基本的な指標

となってございまして、そこが全国的にも都道

府県で区別されて、議論をされてきているとこ

ろでございます。

今後、いろいろと御審議の中で議論させてい

ただければと思いますけれども、出生数そのも

のを目標値に据えることになりますと、女性が

産む数を絶対的な数字として目標にしなきゃい

けないということで、それ自体が大きな目標に

なってくると、要するに何人産まなければなら

ないとか、クリアをするべき問題が多少デリケ

ートな部分もあるというような御意見もあると

聞いております。

そういったところもございますので、それら

の課題も含めながら、いろいろと御審議を今後

していただければと思います。

○松浦総合政策部次長（政策推進担当） 御指

摘のとおり、この問題は非常に重要なことだと

思っております。推計をやりますと、人口その

ものが減っていくという中で、出生数を目標に

しようとすると、下がる数値の目標ということ

になっていますので、なかなかイメージとして、

このレベルでいいんだろうかというところがつ

かみにくいのが１つございます。

だから、率だけを考えればいいのかというこ

とでは決してないと思っております。下がって

いく中でも、それをどうやってとどめていくの

かという観点での取り組みや、そういったとこ

ろについて市町村と一緒になってやっていくと

いうようなことは当然必要だと思っております

し、また出生率そのものも市町村によってばら

ばらという状況もありますので、そういったと

ころも含めて、数というところを十分意識しな

がら、どうやってやっていくのかというところ

については、我々としてもしっかり考えていく

必要があると思っております。

○武田委員 関連といいますか、本当に人口問

題は一丁目一番地ということで、この中で合計

特殊出生率を上げるということはもちろんなん

ですが、もう一つの原因として、結婚をする方

々の減少というのが大きな問題じゃないかなと。

ここに載っていませんけれど、少し前までは一

人っ子が多かったような時代もあったと思うん

ですが、最近、うちの田舎の串間のほうでも、

２人、３人、４人というところが結構多いんで

すよ。うちも３人なんですけれど、４人とか５

人という方が保育園、小学校で、結構今多いん

ですよね。

だから、出生率は串間も1.9以上あると思うん
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ですが、まず結婚をしていただかないと。第３

子、第４子誕生時にいろいろな補助があったり

というのもいいんでしょうけれど、母数をふや

していかないと、なかなか数がふえない。だか

ら、そこを押さえるためには、結婚を促す政策

が必要ではないかなと。

ＵＩＪターンとか移住とかの施策の中で、宮

崎という地方に来てもらうためには、何が一番

大事かなといつも考えているんですが、ある程

度の収入と社会保障といいますか、確かにある

程度大きな企業でしたらあるでしょうけれど、

本当に地場産業の中小零細企業はなかなか。今、

人手不足になっていますけれど、実際に300万と

か400万の年収があって、退職金があって、ボー

ナスがあってという企業は企業全体の数から見

ると本当に少ないんですよね。

そこのところを何とか持ち上げていって、宮

崎に帰ってきても、もちろん都会並みの給料は

もらえないけれど、半分であっても十分暮らし

ていける。確かに、保障も充実しているという

産業化をしていかないと、アルバイトとかパー

ト募集はいっぱいあるんだけれど、正職員とい

う形での募集が少ないのではないかという思い

があるので、そこのあたりの施策をこれから一

緒になって進めていかないといけないと思うん

ですけれど、そのあたりはどうでしょうか。

○小倉総合政策課長 武田委員がおっしゃると

おり、確かに人口減少、我々の目標とするとこ

ろでは、特に若年層の人口減少を補うための社

会減を何とかしなきゃいけないというところの

対策がまずあって、そういったところが人口を

キープするということで、絶対的な若者世代の

維持、それによる出生数の向上、こういったと

ころが非常に大きな目標になってくるところか

なと思います。

それに向けて、まさしく人口問題対応プログ

ラムの中で、出生数も含めた社会減対策、重点

項目の１にも書いておりますけれども、そこを

より循環して、残ってもらうように教育の段階

からやる、仮に外に出たとしても帰ってきても

らうというところで、宮崎に根づいて、子供の

出生数をふやしてもらうと、この循環をうまく

させていくために、あらゆる施策を動員してい

くと。

委員がおっしゃるように、産業の付加価値化、

これも非常に大事な問題です。プログラムの２

ですとか３、こういったところで観光ですとか、

特に小規模企業の付加価値の向上というところ

も非常に大事でして、人口減少する中で、いか

にＩＣＴなどを活用して、県民所得を下げない

ように、逆に上げていくにはどうしたらいいか

というところも非常に大事になってくると。そ

ういった施策を総動員しながら、アクションプ

ランを進めて、人口減少問題を何とかしていき

たいと考えております。

○渡邊総合政策部長 武田委員から、結婚しな

い人がふえてきているというお話がございまし

た。私、以前、こども政策の担当課長をしてい

た時代がございまして、そのときもとても大き

な問題だなということで、みんなでいろいろ議

論をしていたところでございます。

そういう中で、いろいろアンケートとかをし

ますと、なぜ結婚しないのか、それは子育てが

非常に大変だとかいったネガティブな意見を子

供さんたちが持っているということがわかった

ものですから、子供を育てて家族を持つという

のがどれだけ幸せなことであるのかといったこ

とに関するエッセーとか、子供との触れ合いの

写真を募集して、それを展示、表彰するとか、

そういうことを初めとして、少しでも結婚に向
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けての機運を盛り上げていく取り組みは福祉保

健部サイドで進めているところでございます。

福祉保健部サイドで、そういう子供を産み育

てやすい環境づくりを進めていくことが１つ大

事だと思いますし、もう一つは、何よりもお金

といいますか、生活をしていく、そういう財政

的なことももちろん必要でありますので、その

ためにもフードビジネスを進めていくとか、成

長期待産業を核とした施策も進めていく、そう

いうことを両輪として、少しでも合計特殊出生

率を上げることももちろん踏まえつつ、そして

実際に生まれてくる子供さん方が少しでもふえ

ていただけるような、そんな取り組みをしてま

いれたらいいなと思っております。

○髙橋委員 アクションプランとみやざき文化

振興課の大綱の全体的なことなんですけれど、

これは行く行くは県庁ホームページにアップさ

れていくと思うんですが、ということはあらゆ

る県民に見てもらうということですよね。

要は、わかりやすさが大事であって、例えば16

ページの大きな２番の（２）の①、たまたま私

はこの前見たから知っているんだけれど、Ｓｏ

ｃｉｅｔｙ5.0なんていうのは全然わからないで

すよね。人間らしい社会ということらしいです

けれど、狩猟から始まって、農耕、工業、情報

社会、今度は人間らしい社会ですよという、５

つ目の社会になるという意味を私はたまたま

知ったけれど、こういったところは具体的にわ

かりやすく表記されるんですよね。

○小倉総合政策課長 文化振興課の大綱もそう

されるとは思いますけれども、アクションプラ

ンにつきましても、改定をした後の県民に対す

る広報、いかにわかりやすく知っていただくか

が大変重要だと思っております。前回のアクショ

ンプランにつきましても、改定後にマスコット

キャラクターの「みやざき犬」などを活用して、

少し漫画風にわかりやすく、本当に子供からお

年寄りまでわかりやすくする―おっしゃると

おり、Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0、なかなか周知されて

いる用語かどうか非常に怪しいところもありま

すので、そこをわかりやすくかみ砕く、具体的

にどういうことを目指すのか、具体的に何をやっ

ていくのか、そういったところをわかりやすく

伝えるようなパンフレットですとか、ホームペ

ージでの公表などもやっていきたいなと思って

います。

○髙橋委員 わかりやすくつくらないといけな

いことほど難しいと思うんですけれど、いろい

ろと工夫して、県民に周知できるようにお願い

したいと思います。

○脇谷副委員長 単純な話なんですけれども、

まず長期ビジョンについては、スパンは10年ご

となんでしょうか、それとも20年ごとなんでしょ

うか。そして、アクションプランについては４

年ごとというふうにやっていらっしゃいますけ

れど、長期ビジョンとアクションプランが同じ

ような１冊として出てくるのかどうかがちょっ

とわからないんですけれど。

○小倉総合政策課長 11ページをお開きいただ

ければと思いますけれど、あくまで長期ビジョ

ンというのは2030年、令和12年の将来像を描く、

時代の潮流などを踏まえながら、随時改定など

もされていきますけれども、基本的には2030年

の将来像に向かった具体的な目標などが記載さ

れているものでございます。

アクションプランにつきましては、知事の政

策提案などもございますし、時代の潮流なども

踏まえて―今回もＩＣＴですとか、外国人の

活用など、いろんな要素が含まれています。そ

の辺を踏まえながら、４年ごとに改定をしてい
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くもの、あくまでアクションプランの目標につ

きましては令和４年度までという中身になって

ございます。

長期ビジョンが改定するたびに、アクション

プランにつきましても４年毎の改定ですけれど

も、おっしゃるとおり、長期ビジョンにつきま

しても、いろいろな変化を踏まえて逐次修正を

していく、最終的な目標は2030年というところ

でございます。

○脇谷副委員長 それと、13ページなんですけ

れども、アクションプランの安心と希望を育む

「みやざき新時代」の実現の下のほうに、「人」、

「くらし」、「産業」とおっしゃいましたけれど、

このときは「人」、「産業」、「くらし」と順番が

逆になっているんですが、これに関しても特別、

横並びにしているから順番はばらばらでもいい

ということなんでしょうか。

○小倉総合政策課長 基本的には、「人」、「く

らし」、「産業」も「人」、「産業」、「くらし」も、

何か大きな変化があって、こういう並びかえを

しているわけではありません。ただ、「人」とい

うのが一番、まさしく人口減少問題、プログラ

ムの問題でもありますとおり、非常に大事な問

題でありますので、「人」は一番最初に来るのか

なというふうに思います。

それを踏まえて、さまざまなインフラ整備で

すとか、産業の活性化、プログラムの中身に応

じてというところもあるかもしれませんけれど、

そこの順番については特に何かこだわりがある

ということではありません。

○松浦総合政策部次長（政策推進担当） この

順番について、長期ビジョンについては通常の

考え方で、「人」、「くらし」、「産業」という中

で、どういう社会をつくっていきましょうとい

うところで、将来像を見ていくということなの

で、順番としては「人」、「くらし」、「産業」と

しておりますが、アクションプランの中でプロ

グラムを構成していくときの順番として、見て

いただきますように、最初が人口減少問題の対

応、それからその次が産業関係、それから観光

関係という順番になっていますので、一応この

順番に合わせた形の並びにしたという意味でご

ざいます。

○脇谷副委員長 もう一点、16ページなんです

けれども、先ほど産業人財・地域人財の育成促

進関連につきまして、今までは産学官金連携か

ら産学金労官言ということで、言をちらっとマ

スコミとおっしゃいましたけれども、マスコミ

ということでの言でよろしいかということと、

あと産学金労官言、ちょっと順番が言いにくい

んですけれど、これはこれで統一されるという

ことなんでしょうか。

○小倉総合政策課長 産学金労官言の言は、基

本的にマスコミを想定しています。マスコミに

限らず、いろんな情報発信というのが社会減対

策、いろいろ若者に情報を伝えるというところ

が非常に大きな施策の主要な部分になってござ

います。特に、東京に出ていった方で宮崎に戻っ

てきてもらうときのために、いろいろな情報発

信をマスコミですとか、いろんな書籍などもあ

るかなと思いますけれども、そういったところ

へ伝えていくことが大事であるかなと思います。

それに、今は産業人財育成という部分を特に

中心に、こういう言という言葉をあえて加えさ

せていただいているところもあります。そうで

ない部分もあるかなと思います。それは物に応

じて、労があったり、言があったりはするとい

うところがあります。

○日髙委員長 ほかにございませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○日髙委員長 それでは、以上をもちまして総

合政策部を終わります。執行部の皆様、お疲れ

さまでございました。

暫時休憩いたします。

午前11時25分休憩

午前11時28分再開

○日髙委員長 委員会を再開いたします。

先般の臨時県議会におきまして、私ども８名

が総務政策常任委員会委員となったところでご

ざいます。

私は、このたび委員長に選任されました宮崎

市選出の日髙でございます。本委員会は本当に

重要な委員会と思っておりますので、この８名

でしっかりと進めてまいりたいと思います。ど

うぞよろしくお願いいたします。

次に、委員の皆様を紹介いたします。

まず、私の隣が、宮崎市選出の脇谷副委員長

でございます。

次に、向かって左側ですが、児湯郡選出の坂

口委員でございます。

串間市選出の武田委員でございます。

小林市・西諸県郡選出の丸山委員でございま

す。

続きまして、右側ですが、日南市選出の髙橋

委員でございます。

宮崎市選出の重松委員でございます。

都城市選出の来住委員でございます。

次に、書記の紹介をいたします。

正書記の本田主査でございます。

副書記の浜砂主事でございます。

次に、会計管理者の御挨拶、そして幹部職員

の紹介並びに所管業務の概要説明等をお願いい

たします。

○大西会計管理者 会計管理者の大西でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

会計管理局におきましては、県の各部局が取

り組みます事業の円滑な遂行を支えるべく、適

正な会計事務の確保に努めてまいります。日髙

委員長を初め委員の皆様の御指導をいただきま

すよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

座って説明をさせていただきます。

お手元の総務政策常任委員会資料をごらんく

ださい１ページでございます。

初めに、会計管理局の幹部職員を紹介させて

いただきます。

まず、会計管理局次長の佐藤領子でございま

す。

会計課長の松元清春でございます。

物品管理調達課長の川上清でございます。

次に、会計管理局の組織及び業務概要につい

てでございます。

資料の２ページをお願いいたします。

会計管理局は、会計課と物品管理調達課の２

課体制となっております。会計課におきまして

は、総務・会計支援担当以下６つの担当、物品

管理調達課におきましては、２つの担当を置い

ております。

それぞれの業務内容につきましては、それぞ

れの担当ごとに記載しておりますとおり、会計

課におきましては、本庁及び出先機関職員の会

計事務支援や現金の支払い及び収納、支出命令

書等の審査など、物品管理調達課におきまして

は、物品の管理、使用状況等の指導・検査や、

本庁及び宮崎地区の物品の調達などの業務を

行っております。

３ページをお願いいたします。

会計管理局の予算の概要についてでございま

す。

令和元年度の当初予算額は、上の表（１）当
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初予算額の（款）総務費にありますとおり、５

億6,155万1,000円であります。このうち、中ほ

どにあります（目）一般管理費３億5,800万円余

は、職員の人件費であります。

また、その下の（目）会計管理費１億7,300万

円余は会計課の予算、その下の（目）財産管理

費2,900万円余は物品管理調達課の予算でござい

まして、その主なものにつきましては、（２）予

算の概要の表に記載のとおりでありますが、財

務会計システム運営管理費、あるいは物品調達

システム運営費等でございます。

私からの説明は以上でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

○日髙委員長 会計管理局の説明が終わりまし

た。

質疑はございませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○日髙委員長 それでは次に、人事委員会事務

局長の御挨拶と幹部職員の紹介並びに所管業務

の概要説明等をお願いいたします。

○ 村人事委員会事務局長 人事委員会事務局

長の 村でございます。よろしくお願いいたし

ます。

人事委員会は３名の委員で構成されておりま

して、地方自治法や地方公務員法に基づきまし

て、専門・中立的な立場で人事行政に関する業

務を執行しております。

私どもは、その事務局としまして、しっかり

とその責任、役割を果たしてまいりたいと考え

ておりますので、日髙委員長を初め委員の皆様

方には、御指導よろしくお願いいたします。

それでは、座って説明させていただきます。

常任委員会資料の１ページをお願いいたしま

す。

まず、事務局の職員でございますけれども、

私の隣から、総務課長の穴見誠でございます。

職員課長の有村隆でございます。

それでは、２ページをお願いいたします。

人事委員会事務局の組織についてであります。

人事委員会に総務課と職員課がございまして、

総務課に総務担当と任用担当、職員課に給与担

当と審査担当がそれぞれ置かれておりまして、

職員数は事務局長以下15名であります。

３ページをおめくりください。

事務局の担当ごとの分掌事務でありますけれ

ども、主なものとしまして、総務課任用担当に

おいて、職員の競争試験や職員の選考に関する

こと、職員課給与担当において、給与に関する

報告及び勧告に関すること、審査担当において、

職員の不利益処分についての審査請求の審査に

関することなどであります。

４ページをお願いいたします。

令和元年度の当初予算の概要でありますが、

当初予算額は１億4,241万1,000円であります。

内訳としまして、委員会費688万7,000円が、

人事委員３名の報酬と、人事委員会の開催や活

動に要する経費であります。

また、事務局費１億3,552万4,000円が、事務

局職員の人件費のほか、採用試験の実施に要す

る経費、給与などの勤務条件の調査研究に要す

る経費などであります。

説明は以上であります。よろしくお願いいた

します。

○日髙委員長 人事委員会事務局の説明が終わ

りました。

質疑はございませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○日髙委員長 それでは、以上をもって会計管

理局及び人事委員会事務局を終わります。執行

部の皆様、お疲れさまでございました。
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暫時休憩いたします。

午前11時36分休憩

午前11時38分再開

○日髙委員長 委員会を再開いたします。

先般の臨時県議会におきまして、私ども８名

が総務政策常任委員会委員となったところでご

ざいます。

私は、このたび委員長に選任されました宮崎

市選出の日髙でございます。大変重要な委員会

だと思っておりますので、この８名でしっかり

と進めてまいります。どうぞよろしくお願いい

たします。

次に、委員の皆様を紹介いたします。

まず、私の隣が、宮崎市選出の脇谷副委員長

でございます。

次に、向かって左側ですが、児湯郡選出の坂

口委員でございます。

串間市選出の武田委員でございます。

小林市・西諸県郡選出の丸山委員でございま

す。

続きまして、右側ですが、日南市選出の髙橋

委員でございます。

宮崎市選出の重松委員でございます。

都城市選出の来住委員でございます。

次に、書記の紹介をいたします。

正書記の本田主査でございます。

副書記の浜砂主事でございます。

それでは、監査事務局長の御挨拶、幹部職員

の紹介並びに所管業務の御説明等をお願いいた

します。

○髙林監査事務局長 監査事務局長の髙林でご

ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。

監査事務局におきましては、監査委員監査が

円滑に行われますよう努めてまいりたいと考え

ておりますので、日髙委員長を初め委員の皆様

には御指導をよろしくお願いいたします。

それでは、座って説明をさせていただきます。

最初に、事務局職員を紹介させていただきま

す。

常任委員会資料の１ページ、（２）監査事務局

役付職員をごらんください。

私の左隣が、監査第一課長の松原でございま

す。

その左隣が、監査第二課長の岡田でございま

す。

どうぞよろしくお願いいたします。

次に、資料の上のほうの（１）監査委員に記

載しておりますとおり、監査委員は、識見を有

する者から選任された緒方文彦監査委員と安樂

健一監査委員、議員のうちから選任された徳重

忠夫監査委員と渡辺創監査委員でございます。

なお、代表監査委員には、緒方文彦監査委員

が選任されております。

次に、資料の２ページをお開きください。

監査委員の補助機関であります監査事務局の

組織と分掌事務でございます。

事務局は、２課５班体制で、職員は19名となっ

ております。

下の表にありますとおり、監査第一課では、

監査のほか、普通会計の決算審査及び財政健全

化審査等に関することを所管しております。

また、監査第二課では、監査のほか、公営企

業会計の決算審査及び経営健全化審査等に関す

ることを所管しております。

次に、３ページをごらんください。

当事務局の予算の状況でございます。令和元

年度当初予算額は、一番上の段の（款）総務費

として２億1,790万4,000円となっております。

このうち、上の段の（項）総務管理費は、外
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部監査に要する経費でございます。また、下の

段の（項）監査委員費は、監査委員及び事務局

職員の人件費及び運営費でございます。

最後に、４ページをお開きください。

今年度の監査等の実施計画でございます。先

ほど御説明いたしました４名の監査委員により

まして、地方自治法等に基づき、ごらんのよう

な監査等を実施することとしております。

説明は以上でございます。よろしくお願いい

たします。

○日髙委員長 監査事務局の説明が終わりまし

た。

質疑はございませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○日髙委員長 それでは次に、議会事務局長の

御挨拶と幹部職員の紹介並びに所管業務の概要

説明等をお願いいたします。

○片寄議会事務局長 議会事務局長の片寄でご

ざいます。

議会事務局におきましては、４月１日付の人

事異動によりまして、合計12人の職員が異動い

たしました。

引き続き、県議会の円滑な運営のため、職員

一丸となり取り組んでまいりますので、日髙委

員長を初め委員の皆様方には御指導方よろしく

お願いいたします。

それでは、座って説明をさせていただきます。

まず、職員の紹介をさせていただきます。私

の隣からでございます。

事務局次長の和田括伸でございます。

総務課長の藤山雅彦でございます。

議事課長の齊藤安彦でございます。

政策調査課長の日髙民子でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。

次に、お手元の委員会資料で、事務局の組織

と業務概要等につきまして御説明いたします。

１ページをお開きください。

議会事務局の組織でございますが、局長、次

長のもと、総務課、議事課、政策調査課の３課

６担当、32名の職員体制となっております。

２ページをお願いいたします。事務局職員の

名簿であります。

右側の３ページをお願いいたします。各課の

主な事務分掌を掲載しておりますが、説明は省

略をさせていただきます。

４ページをお願いいたします。事務局の令和

元年度予算の状況であります。

まず、（１）歳入でありますが、今年度は財産

収入と諸収入で、合計424万9,000円を見込んで

おります。このうち財産収入につきましては、

議員寮の宿泊費の収入が含まれております。

次に、（２）歳出でございますが、今年度は、

議会費が７億5,381万5,000円、事務局費が４

億870万4,000円、歳出総額は11億6,251万9,000

円で、対前年比103.2％となっております。

５ページをお願いいたします。歳出予算の主

な内容についてでございます。

まず、議会費でありますが、これは議員の皆

様の報酬を初め、本会議や各委員会の開催など

に要する経費でございます。

最後に、６ページをお願いいたします。事務

局費であります。

これは、職員の人件費のほか、県議会の広報

経費や会議録の印刷、議会棟及び議員寮の維持

管理などに要する経費でございます。

説明は以上でございます。

○日髙委員長 議会事務局の説明が終わりまし

た。

質疑はございませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○日髙委員長 それでは、以上をもって監査事

務局及び議会事務局を終わります。執行部の皆

様、お疲れさまでございました。

暫時休憩いたします。

午前11時46分休憩

午前11時47分再開

○日髙委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

５月21日に行われました委員長会議の内容に

ついて、御報告をさせていただきたいと思いま

す。

委員長会議におきまして、お手元に配付の委

員長会議確認事項のとおり、委員会運営に当た

りまして留意事項等を確認いたしました。

時間の都合もありますので、主な事項につい

てのみ御説明をさせていただきます。

まず、１ページ目をお開きください。

（５）の閉会中の常任委員会についてであり

ますが、定例会と定例会の間に原則として１回

以上開催し、また必要がある場合には適宜委員

会を開催するという内容であります。

次に、２ページをお開きください。

（７）の執行部への資料要求につきましては、

委員から要求があった場合、委員長が委員会に

諮った後、委員長から要求するという内容でご

ざいます。

（８）常任委員長報告の修正申し入れ及び署

名についてであります。

本会議で報告する委員長報告について、委員

会でその内容を委員長一任と決定した場合、各

委員が修正等の申し入れを行う場合には委員長

へ直接行うこと、そして報告の署名は委員長の

みが行うこととするものであります。

（９）のマスコミ取材については、取材は原

則として採決等委員協議を含めて記者席で行わ

せるという内容でありまして、委員会は採決等

も含め原則公開となっております。

次に、３ページをお開きください。

（12）の調査等につきまして、ア、県内調査、

イ、県外調査、ウ、国等への陳情と分かれてお

ります。

アの県内調査についてでありますが、４点ご

ざいます。

１点目は、県民との意見交換を活発に行うた

め、常任委員会の県内調査において、県民との

意見交換を積極的に行うというものです。

２点目は、調査中の陳情・要望等については、

委員会は内部審査機関であり、対外的な権限を

持つものではないため、後日、回答する等の約

束はしないというものであります。

３点目は、委員会による調査でありますので、

単独行動による発着はできる限り避けるという

ものであります。

４点目でありますが、調査先は原則として県

内の状況把握を目的に選定されるものですが、

県内での調査先の選定が困難であり、かつ県政

の重要課題に関して特に必要がある場合には、

日程及び予算の範囲内で隣県の調査ができると

いうものであります。

４ページをお開きください。

（15）の委員会室におけるパソコン等の使用

についてですが、詳細は10ページにありますの

で、後ほど御確認ください。

そのほかの事項につきましても、目を通して

いただきたいと思います。

皆様には、確認事項等に基づき、委員会の運

営が円滑に進むよう御協力をお願いいたします。

確認事項等について、何か意見はありません

でしょうか。
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○髙橋委員 ３ページの今の県内調査、県民と

の意見交換、最近やったところがありますか。

委員会で聞いたことがない。何年か前、１回は

あるよ、議会改革をやったときに。あのころは

たしか２泊していた。やったかどうかだけ、確

認します。

○日髙委員長 これ、どうでしょうか。

〔発言する者あり〕

○坂口委員 以前は各土木事務所を訪ねて、地

元の首長と議会代表みたいな人たちと意見交換

をやりよったけど、これは物々しい、仰々しい

ということで、むしろこれはやらないと決めた

けれども、意見交換は。

○髙橋委員 議会運営委員会でまたやりましょ

う。何か議論が始まりそうですから。

○日髙委員長 わかりました。

次に、今年度の委員会調査など、活動計画案

についてはお手元の資料のとおりでございます。

活動計画案にありますとおり、県内調査を７

月に、県外調査を10月に実施する予定でありま

すが、調査先について、皆様から御意見を伺い

たいと思います。

参考までに、お手元に資料として、過去５年

間の総務政策常任委員会の調査実施状況と、県

内調査・調査先候補の概要を添付いたしており

ます。

また、県外調査につきましても、何か御意見、

御要望等がございましたら、あわせてお出しい

ただきたいと思います。

暫時休憩いたします。

午前11時53分休憩

午前11時56分再開

○日髙委員長 委員会を再開いたします。

県内調査及び県外調査の日程、調査先等につ

きましては、先ほどの意見を踏まえて、正副委

員長に御一任いただくことでよろしいでしょう

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○日髙委員長 ありがとうございます。それで

は、そのようにさせていただきます。

その他で何かございませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○日髙委員長 よろしいでしょうか。

それでは、ほかに何もないようでしたら、本

日の委員会を終了したいと思います。よろしい

でしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○日髙委員長 それでは、以上をもちまして、

本日の委員会を終了いたします。

午前11時56分閉会
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